
























(2) A: 私昨日買い物行ッタンヨ -1乱。
B:#へえ、そういえば欲しい服があるって言ょったね。買えた?






















また、橋本 (1992) は標準語の「ねJ と共起する高接下降イントネーション(橋本の用
語では f長く急激な下降イントネーションJ )を分析し、これを r rね」固有のイントネ

















































(8) では Yes-No 疑問文である A の発話に対して、 B が最も伝えなくてはならない内容
が[行ったカ呼子かなかったか]であることに関係していると考えられる。つまり B の発話
を高接下降イントネーションでマークすると B の答えは「前置きJ となってしまい、 A
の質問に対するものとして不自然になってしまうのである。次の(めでは B が可能表現を





また、同様のことが wh 疑問文に対する応答の場合でも言える。次の (10) では B が最
も伝えなくてはならない内容は[学校に来られなかった理由]である。これが「朝起きられ
































































「ノダJ は「説明j の機能を有する形式であると言われる。これは f状況と関係のある





































ものである。但しここまでの分析で、この聞き手伺いのニュアンスは í í前置きJ である
ことをことさら示すj という高接下降イントネーションの機能から派生するものであるこ
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